
問　
第
６
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
人
口
減
少

時
代
を
踏
ま
え
、
人
口
推
計
な
ど
基
礎

デ
ー
タ
の
検
証
方
法
、
幸
福
実
感
や
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
質
的
視
点
を
含
む
指
標

の
整
理
、
さ
ら
に
総
合
振
興
計
画
と
総
合

戦
略
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

問　
東
部
地
域
の
交
通
施
策
で
、タ
ク
シ
ー

助
成
を
継
続
し
つ
つ
実
施
す
る
調
査
は
、

ど
の
よ
う
な
対
象
・
方
法
で
行
う
の
か
。

高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
、
通
勤
通
学
者
等

属
性
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
行
う
の
か
。
ま

た
、
福
祉
事
業
者
提
案
の
空
き
車
両
活
用

に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
ス
キ
ー

問　
市
制
施
行
30
周
年
と
い
う
節
目
、
吉

川
市
の
未
来
に
対
す
る
市
長
の
決
意
を
伺

い
ま
す
。

答　
市
民
の
力
と
自
治
を
信
じ
、
行
政
を

小
さ
く
し
地
域
へ
分
権
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
人
材
を
育
て
、
若
い
世
代
が
志
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
先
人
か

問　
中
央
公
民
館
に
つ
な
が
る
下
水
道
管

の
耐
震
化
に
む
け
た
設
計
作
業
に
取
り
組

む
が
、
こ
の
場
所
に
し
た
選
定
理
由
と
下

水
道
管
の
耐
震
化
計
画
に
つ
い
て
。

答　
能
登
半
島
地
震
を
機
に
、
国
か
ら
避

難
所
等
に
つ
な
が
る
上
・
下
水
道
の
一
体

的
な
整
備
が
求
め
ら
れ
た
。

て
い
く
の
か
を
問
う
。

答　
基
礎
調
査
に
よ
り
人
口
動
態
や
社
会

状
況
の
客
観
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
市
の
現

状
を
共
有
し
な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め
る
。

指
標
は
従
来
の
量
的
評
価
に
加
え
、
幸
福

実
感
や
持
続
可
能
性
な
ど
質
的
評
価
も
取

り
入
れ
る
方
向
で
検
討
す
る
が
、
評
価
手

法
に
は
課
題
も
あ
る
た
め
慎
重
に
整
理
す

る
。
総
合
振
興
計
画
と
総
合
戦
略
に
つ
い

て
は
、
改
定
時
期
を
見
据
え
、
国
の
動
向

も
踏
ま
え
な
が
ら
計
画
の
整
理
・
一
体
化

を
図
っ
て
い
く
。

ム
、
法
制
度
上
の
課
題
や
採
算
性
の
検
証

状
況
は
。
試
行
に
と
ど
ま
ら
な
い
持
続
可

能
な
交
通
体
系
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

答　

一
部
バ
ス
路
線
の
廃
止
を
撤
回
し

継
続
す
る
方
針
で
、
今
後
協
議
を
進
め

る
。
調
査
は
ニ
ー
ズ
把
握
を
目
的
に
実
施

し
、
詳
細
手
法
は
検
討
中
。
空
き
車
両
活

用
は
福
祉
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、

制
度
面
や
採
算
性
な
ど
の
課
題
整
理
を
進

め
る
。
地
域
特
性
に
応
じ
た
実
証
的
取
組

も
含
め
、
市
・
事
業
者
・
地
域
が
連
携
し
、

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
。

ら
預
か
っ
た
ペ
ン
で
大
き
な
画
用
紙
に
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
絵
を
描
い
て
い
る
存
在
で

す
。
市
民
や
職
員
と
共
同
で
ペ
ン
を
握
り
、

何
度
も
重
ね
描
き
し
な
が
ら
形
を
整
え
て

い
く
。
そ
の
絵
こ
そ
が
吉
川
市
の
未
来
で

す
。
や
が
て
そ
の
ペ
ン
を
次
の
誰
か
に
託

す
。
そ
の
間
、
派
手
で
目
立
つ
政
策
を
一

人
で
描
く
の
で
は
な
く
、
静
か
に
脈
々
と

続
く
丁
寧
な
市
政
を
、
市
民
や
職
員
と
と

も
に
円
を
描
く
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
令
和
７
年
１
月
に
上
・
下
水
道

の
耐
震
化
の
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
。

上
・
下
水
の
一
体
的
な
整
備
を
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
水
道
管
が
耐
震
化
さ
れ
て
あ

り
、
ま
た
、
下
水
の
本
管
に
近
く
市
内
で

も
下
水
管
と
し
て
一
番
大
き
な
口
径
が
あ

る
中
央
公
民
館
に
つ
な
が
る
下
水
道
管
か

ら
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
考
え
と
共
に
、
他

の
道
路
や
水
道
の
工
事
と
二
重
投
資
と
な

ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
考
え
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
。
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